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７－３　船舶、貨車、タンクトラック、タンクローリーの災害
７－３－１：静電気災害
〔事　例〕　大型タンカーの爆発

タンク洗浄中の爆発事故
(1)　○○国船△△号の爆発（１９□□年）
ボンベイで原油をおろし、帰途についた△△号（○○所建造、１７，４０９ｔ）は、午後２時２０分ごろ、カラチの南西１６０マイルのアラビア海を航行中、船橋直下の５番中央タンクが突然爆発し、１５秒後に８番中央タンクが爆発、７番中央タンクに火災が発生した。
この爆発で、船橋楼の半分が空中にまいあがり、船尾楼の上をとびこえて海中に落下、乗組員７１名中、２０名が死亡した。
本船は爆発後、約１５時間燃えつづけたが、幸いにして沈没をまぬがれた。この事故は、○○国のタンカー史上最大の惨事といわれ、作業員全員と船長および航海士も死亡している。事故の原因は、○○国運輸省の調査委員会で、その後約１年にわたって調査されたが、その発表によると、爆発は５番の中央油槽（船橋楼ま下）を洗浄中に、石油べーパーに引火して発生したもようであるが、その引火源、ガス発生の原因などについては、作業員全員が死亡しているので、確かなことはわからない。ただし、作業員の過失などでおこったものでないことだけは、はっきりしているといわれている。
一部には、槽内のマグネシア・アノードが落下して衝撃火花を出し、爆発の原因となったのではないかとの推定も出された。
（２）大型タンカー洗浄中の爆発
１９○○年には、アフリカ沿岸で３隻の２０万ｔ級大型タンカーが、タンク洗浄中に爆発をおこしている。

1 △△号（20.8万重量ｔ）は１２月１２日、アフリカ西岸ダカール北北西１０海里沖で、ガンクリーンマシンを使って、５番中央タンクの清掃中に、突然爆発をおこし、激しい火災が４番および５番タンクに発生し、引き続いてポンプ室に延焼した。この火災は、翌日２２時すぎまで燃えつづけた。爆発により乗組員１名が行方不明となり、また船体は機関室とポンプ室とのあいだの隔壁にできたき裂から海水が侵入したため、しだいに船尾から沈み、１４日夜、沈没してしまった。本船は同年１０月、××造船所で完成したばかりの新造船であって、□□社が雇用していたものである。

2 ○○号（20.8万重量ｔ）は、１２月２９日、アフリカ東海岸で、ガンクリーンをつかって、４番中央タンクを清掃中、突然爆発をおこし、ひきつづいてはげしい火災を発生して、１０時間以上も燃えつづけた。この爆発によって、３番、４番、５番タンクに大きな被害をうけ、また乗組員に死者２名、火傷者３名の被害を出した。本船も同年３月、△△国で建造されたばかりの新造船で、□□社の雇用にかかるものであって、ペルシア湾とヨーロッパ間の原油輸送にあたっていた。
3 ××号（２１．９万重量ｔ）は、１２月２９日、アフリカ西岸でガンクリーンマシンをつかって、５番タンクの清掃を終わり、続いて４番中央タンクを清掃中に爆発をおこし、同時に火災となった。この事故でタンクには大きな損傷をうけたが、機関室は無事であったので、自力で修理のため帰航することができた。本船もまた、同年８月、○○国で完成したばかりのもので、前記同様ペルシア湾～ヨーロッパ間の運航をしているものであった。

これらの３つの事故の共通している点は、次のようなものである。

（イ）いずれも２０万ｔ級の新造タンカーである。

（ロ）爆発は、大容量の中央タンクで発生した。

（ハ）爆発はタンクの清掃中に発生した。

（ニ）タンクの清掃は、最新のガンクリーン装置（タンク頂部につりさげ、ノズルはエアモーターによって毎分２回転程度で回転し、大容量の洗浄水を４０㎜のノズルから高速（３５～４０ｍ／sec）で噴射して洗浄するもの（○○国、△△社製）であった。

（ホ）油による海面の汚損防止のため、洗浄水はバラスト水を循環して使用していた。
（へ）カーゴタンクには、防食のため亜鉛アノードを装備していた。
（ト）３隻とも、爆発がおこったのは、アフリカ沿岸の熱帯地域で、しかも航行中であった。

（チ）いずれもペルシア湾原油を荷揚げしたあとのタンカーであった。
被災したタンカーのうち、２隻が□□社のタンカーであったことから、事の重大性を考えた□□社では、これの原因調査団を編成するとともに、広く関係国の船主、船級協会、造船所、保護業者などに招請状を発行して○○市で報告会を開催し、今後の対策を協議している。

爆発の原因については、まだ最終決定はなされていないが、今までの調査または研究によって、次のようなことがわかっている。

1 　タンク洗浄に使用した固定式高容量洗浄装置が大量の海水飛沫を短時間に発生し、タンク内に充満し、これが強く静電気帯電をおこしていること。

2 　タンク内のミスト帯電が、ガスに引火するに至る静電気放電のメカニズムについて幅広い研究の結果、大型ノズルから噴射される洗浄水に原因があるとの結論を得た。

3 　洗浄水の飛沫が帯電する強さは、各種の条件により大差があることが究明され、今回の一連の爆発事故は、強く帯電する条件が揃っていたことがわかった。

この結果、対策として

1 静電気発生を抑止する対策をとる。

2 火花放電を生ずるような大型ノズルの使用を禁ずる。

3 タンク内をイナートガスによって不活性にする。（Ｏ２　８％以下）
















































